
Ｎｏ．２２２

編集と発行 佐井村役場 総 務 課

青森県下北郡佐井村大字佐井字糠森２０番地

電話（０１７５）３８－２１囗 ㈹

印 刷 青森コロニー印刷

‐
佐
井
村
村
民
憲
章

一
、
学
ぶ
意
欲
を
も
ち
、
知
性
と
良
識
の

あ
ふ
れ
る
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
健
康
と
安
全
を
心
が
け
、

明

る
く
楽
し
い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、’
勤
労
を
喜
び
、
力
を
合
わ
せ
て

豊
か
な
村
を
つ
く
り
ま
す
。

【
、
自
然
を
守
り
、
人
を
愛
し
、

心
や
さ
し
い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
心
身
と
も
に
健
全
な
子
四
育
つ

暖
か
い
家
庭
と
村
を
つ
く
り
ま
す
。

第
十
八
回

佐

井

村

民

卓

球

大

会

二
月
二
十
一
日
、
佐
井
中
学
校

体
育
館
で
、
佐
井
村
民
卓
球
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

例
年
よ
り
参
加
者
が
少
な
い
大

会
と
な
り
ま
し
た
が
、
団
体
戦
、

ダ
ブ
ル
ス
、
個
人
戦
に
と
熱
戦
を

展
開
。
団
体
戦
で
は
佐
井
青
年
団

チ
ー
ム
、
ダ
ブ
ル
ス
で
は
、
坪
井
、

里一
沢
組
、
男
子
個
人
戦
で
は
、
山

崎
英
明
さ
ん
、
女
子
個
人
戦
で
は

若
山
伊
久
子
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ

初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

▲
主

な

内

容

▼

２
～
３

児
童
手
当
制
度

４

大
間
原
発
計
画

最
近
の
動
き

５

税
務
だ
よ
り

年
金
だ
よ
り

６
～
フ

教
育
だ
よ
り

Ｂ
～
Ｏ
）

保
健
婦
だ
よ
り

１０
～
竹

交
母
だ
よ
り

１２
～
諂

矢
越
願
掛
岩
嫻

匐

あ
し
ら
せ

諂

歳

時

記

個

戸
籍
の
窓
口



児

童

手

当

制

度

の

あ

ら

ま

し

児

童

手

当

と

は

…

…

…

…

家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
次
代
の
社
会
を

担
つ
児
童
の
健
全
な
育
成
及
び
資
質
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

児

童

手

当

を

受

給

で

き

る
人

…

…

昭
和
六
十
三
年
四
月
一
目
か
ら

は
、
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
を

含
む
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
二
人

以
上
養
育
し
て
い
る
方
で
、
収
入

が
一
定
の
額
未
満
の
場
合
に
二
番

目
の
児
童
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
自
分
の
お
子
さ
ん
で
な
く

て
も
、
そ
の
児
童
を
監
護
し
、
一

定
の
生
計
関
係
が
あ
れ
ば
受
給
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
に
は
、

病
弱
、
発
育
不
完
全
、
そ
の
他
や

む
を
得
な
い
事
由
の
た
め
就
学
困

難
を
認
め
ら
れ
、
現
に
就
学
し
て

い
な
い
児
童
が
含
ま
れ
ま
す
。

児

童

手

当

の

額

…

…

児
童
手
当
は
、
二
番
目
の
児
童

に
は
月
額
二
、
五
〇
〇
円
、
三
番
目

以
降
の
児
童
に
は
、
一
人
に
つ
き

月
額
五
、〇
〇
〇
円
か
、義
務
教
育

こ
れ
か
ら
の
漁
港
・
漁
村
づ
く
り

講
演
会
を
開
催

一
月
二
十
日
、
磯
谷
地
区
漁
民

研
修
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
約
百

三
十
名
の
参
加
者
の
も
と
、「
こ
れ

か
ら
の
漁
港
・
漁
村
づ
く
り
」
と

題
し
て
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
講
演
会
は
、
㈲
漁
港
漁
村

建
設
技
術
研
究
所
が
主
催
し
て
行

っ
た
も
の
で
、
金
沢
大
学
、
日
本

大
学
な
ど
か
ら
講
師
が
み
え
、
そ

れ
ぞ
れ
熱
の
こ
も
っ
た
講
演
の
中

で
、「
漁
港
・
漁
村
づ
く
り
構
想
は

そ
こ
に
住
む
漁
民
が
樹
て
る
の
で

あ
っ
て
、
教
授
と
か
都
会
に
住
む

人
た
ち
で
は
な
い
。」
「
後
継
者
づ

く
り
が
、
佐
井
村
の
最
大
の
目
的

だ
。」
と
力
説
し
、
参
加
者
の
み
な

さ
ん
は
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
証
の
更
新
を
行
い
ま
す

国

民

健

康

保

険

証

（

一

般

、

退

職

者

等

医

療

）

の

更

新

を

、

三

月

ｅ

ｌ

ｓ

ｓ

ｅ

ゆ

ゆ

・

●

・

・

二

十

八

日

か

ら

三

月

三

十

日

ま

で

各

地

区

ご

と

に

行

い

ま

す

。

毎

年

新

し

い

保

険

証

が

交

付

さ

れ

ま

す

の

で

、

昨

年

交

付

し

た

保

険

証

を

持

参

し

て

く

だ

さ

い

。

各

学

校

、

出

稼

ぎ

な

ど

で

、

保

険

証

を

別

に

し

て

い

る

家

庭

は

、

更

新

時

ま

で

に

昨

年

交

付

し

た

保

険

証

と

印

鑑

を

持

参

し

て

く

だ

さ

い
。
ま
た
、
四
月
か
ら
高
等
学
校

大
学
な
ど
に
入
学
す
る
人
は
、
合

格
通
知
書
か
在
学
証
明
書
ま
た
は

こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
印
鑑
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
の
交
付
及
び
再
交
付
を

代
理
人
に
た
の
む
場
合
、
事
故
防

止
の
た
め
次
の
こ
と
に
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

①
代
理
人
（
保
険
証
を
受
け
と
る

Ａ

の
印
鑑
を
持
参
す
る
こ
と
。

そ
の
後
、
質
疑
応
答
に
入
り
。

五
名
の
方
が
漁
港
づ
く
り
と
栽
培

漁
業
、
上
下
水
道
、
行
政
の
縦
横

で
密
な
連
絡
な
ど
環
境
整
備
こ
そ
、

漁
村
づ
く
り
で
は
な
い
か
。
な
ど
、

活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
、
有
意

気
な
講
演
会
を
終
え
ま
し
た
。

②
出
稼
ぎ
に
使
用
す
る
場
合
、
本

人
、
代
理
人
と
も
、
出
稼
ぎ
先
の

会
社
名
、
住
所
が
必
要
で
す
。

な
お
、
更
新
日
に
都
合
が
悪
い

方
は
、
役
場
民
生
相
談
課
保
健
衛

生
係
窓
口
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。



就
学
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

特

例

給

付

と

は

…

…

児
童
手
当
の
所
得
要
件
に
該
当

し
な
い
た
め
、
児
童
手
当
の
支
給

対
象
と
な
ら
な
い
被
用
者
（
厚
生

年
金
等
に
加
入
し
て
い
る
人
）
ま

た
は
、
公
務
員
の
う
ち
、
収
入
が

一
定
の
額
末
満
の
方
に
、
事
業
主

の
負
担
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
も
の

で
す
。

請

求

の

方

法

…

…

昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
に
、

新
し
く
対
象
と
な
る
方
は
、
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
手
続
き
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
や
特
例
給
付
の
受
給

資
格
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
で
、

ま
だ
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な

い
方
は
、
役
場
へ
申
請
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
昭
和
六
十
三
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
は
、
二
番
目
の
児
童
は
昭
和

五
十
八
年
四
月
二
日
以
後
に
生
ま

れ
た
児
童
、
三
番
目
以
降
の
児
童

は
昭
和
五
十
三
年
四
月
二
日
以
後

に
生
ま
れ
た
児
童
が
手
当
の
対
象

と
な
り
ま
す
。〕

Ｏ
児
童
手
当
や
特
例
給
付
の
こ
と

に
っ
い
て
、
お
わ
か
り
に
な
ら
な

い
こ
と
や
、
お
聞
き
に
な
り
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
民

生
相
談
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

月 日 地 区 名 時 間 更 新 揚 所

３月２８囗

原 田 ９：３０～１０：００ 集 会 所

川 目 １０二３０～１０二４０
川 目 地 区 生 活

改 善 セ ン タ ー

矢 越 １：３０～ ２：００
矢 越 地 区 生 活

改 善 セ ン タ ー

磯 谷 ２：３０～ ３：００
磯 谷 地 区 生 活

改 善 セ ン タ ー

３月２９囗

長 後 ９：３０～ ９：４０
長 後 地 区 生 活

改 善 セ ン タ ー

福 浦 １０：００～１０：３０
福 浦 地 区 生 活

改 善 セ ン タ ー

午 滝 １：００～ １：３０ 牛 滝 診 療 所

３月３０日

犬 佐 井 ９：００～１１：３０ 役場 生 活改善 室

古 佐 井 １：００～ ３：３０ 農業研修センター

老 人 家 庭 看 護 を

熱 心 に 受 講
佐
井
村
日
赤
奉
仕
団
で
は
、
こ

の
た
び
在
宅
で
寝
た
き
り
の
老
人

を
か
か
え
て
い
る
家
庭
を
対
象
に

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
し

て
三
日
間
開
催
し
ま
し
た
。

指
導
講
師
に
は
、
日
赤
青
森
県

支
部
の
和
久
先
生
を
迎
え
、
と
く

に
実
技
指
導
が
好
評
で
し
た
。
今

回
出
席
し
た
方
々
は
、
い
ず
れ
も

老
人
を
か
か
え
、
苦
脳
し
て
い
る

方
ば
か
り
で
、
三
日
間
を
と
お
し

て
十
九
名
の
方
が
熱
心
に
受
講
し
、

ぜ
ひ
家
庭
で
役
立
て
た
い
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

佐井小学校卓球部
主要大会の結果

平 素 より 、地 域 のみな さ ん か ら多 大

な ご理 解 とご 協力 をい ただ き 、誠 にあ

りが と うご ざい ます 。

お 陰様 で 、昨 年は 次 のよ うな 成 績 を

お さ め るこ とが でき ま した の で、お 知

らせ し ます 。

６ 月 全 国 ホープ ス県予 選 会

（団体 戦） 男 子 準 優 勝

女 子 第 ３ 位

８ 月 第 Ｔ回 全 国 ホープ ス 北 日本ブ ロ

ッ ク卓 球大 会

（団体 戦） 男 子 優 勝

女 子 準 優 勝

第１３回 青森 県 小 学生 卓球 大 会兼 全 日本

ホープ ス県予 選 会

優 勝 竹 内 一

準 優 勝 辻 政 信

第 ３ 位 太 田 直 樹

第 ５ 位 津 田 昭 子

ペ ス ト拓 奥 本 順 子

９ 月 全 国 ホープ ス２ 次予選 会

べ 不 卜８ 竹 内 一

辻 政 信

津 田 昭 子

奥 本 順 子

カブ の部

ペ ス 冂 Ｏ 松 谷 貞 治

中 田 浩 雄

１１月 全国 ホ ープ ス大 会（北 九州 市 ）

４ 回 戦 竹 内 －

μ 津 田 昭 子

３ 回 戦 奥 本 順 子

μ 工 藤 和 寿

２ 回 戦 辻 政 信

μ 松 谷 貞 治

μ 中 田 浩 雄

第２９回ＮＨ Ｋ 杯 争 奪卓 球選 手 権大 会

優 勝 竹 内 一

ペ スト ８ 太 田 直 樹

工 藤 和 寿

こ の よ うな 実 績 を上げ るこ と がで き

た のも 、村 当局 をけ じ め、 地 域 の多 く

の方 々 の物 心両 面に わ た るご 支援 の 賜

と心 よ り感 謝申 し上 げ る と ともに 、今

後 とも よろ しくお 願い 申 し上げ ま す。

佐 井／ｊヽ学 校卓 球 部後 援会

瀬 原 達 雄



大

間

原

子

力

発

電

所

計

画

―

最

近

の

動

き

Ｓ

６２

・
１０

～

６３

・
２

１

電
源
開
発
㈱
が
大
間
町
で
進
め
て
い
る
「
大
間
原
子
力
発
電
所
計
画
」

に
つ
い
て
は
、
昨
年
十
一
月
号
の
広
報
さ
い
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

同
計
画
を
巡
る
状
況
は
そ
の
後
も
確
実
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
今［
月
号
で

は
昨
年
十
月
以
降
の
動
き
に
つ
い
て
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▲

大

間

町

の

動

き

▼

～

大

間

漁

協

～

昨
年
六
月
六
日
に
開
か
れ
た
臨

時
総
会
で
「
原
発
調
査
対
策
委
員

会
」
の
設
置
が
賛
成
多
数
に
よ
っ

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
同
委
員
会

（
委
員
は
当
初
一
〇
〇
名
）
は
、

組
合
員
の
代
表
と
し
て
、
先
進
地

視
察
研
修
を
実
施
（
六
〇
名
が
参

加
）
す
る
と
と
も
に
、
安
全
性
や

エ
事
中
の
影
響
、
水
産
振
興
に
っ

い
て
の
勉
強
会
を
開
催
し
て
、
原

発
問
題
に
っ
い
て
様
々
な
角
度
か

ら
検
討
を
加
え
て
き
ま
し
た
が
、

昨
年
十
二
月
末
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
内
容
の
取
り
ま
と
め
を
行
い
、

二
月
末
ま
で
に
中
間
報
告
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

～

奥

戸

漁

協

～

奥
戸
漁
協
は
現
在
も
原
発
問
題

に
つ
い
て
の
窓
口
を

Ｉ
切
開
い
て

い
ま
せ
ん
が
、
昨
年
十
一
月
以
来

組
合
員
の
視
察
が
活
発
化
す
る
よ

う
に
な
り
、
本
年
一
月
に
は
組
合

役
員
七
名
が
玄
海
発
電
所
を
訪
れ

ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
奥
戸
地

区
選
出
の
町
議
を
始
め
と
す
る
十

五
名
に
よ
っ
て
「
奥
戸
・
材
木
地

区
原
発
対
策
協
議
会
」
が
結
成
さ

れ
る
な
ど
、
奥
戸
に
お
い
て
も
状

況
は
徐
々
に
変
わ
り
っ
っ
あ
る
よ

う
で
す
。

～

用

地

買

収

に

つ

い
て

～

電
発
は
昨
年
十
月
五
日
か
ら
二

十
四
日
に
か
け
、大
間
・
奥
戸
両
地

区
の
地
権
者
を
対
象
に
し
た
町
内

会

ご

と

の

説
明

会

を
開
き
ま
し
た

。

（
十

五

回
）

こ

の

説
明

会

の
後

、

電

発

は

、
発

電

所

予

定
地

並

び

に

発

電

所
建

設

に

伴

っ
て
付

け

替

え

ら

れ

る

こ
と

に

な

る
国

道

三

三

八

号

線

の

予
定

ル

ー

ト

の
境

界

線

の

確

認

調
査

（
旗

立

て
）

を

実

施

し

ま

し

た

。
さ

ら

に

、

地
権

者

の

立

ち

会

い

の
下

、

土

地

の
所

在

の

確

認

及

び

物
件

調

査

を
行

っ
て
お
り
、

現

在

ま

で

に
約

八

割

が
終

了

し

て

い
ま

す

。

▲

佐

井

村

の

動

き

▼

昨

年

八

月
末

、

「
大
間

原

発

環

境

調

査

協

議
会

」

言
一
力
町
村

・

六

漁

協

で

構

成
）

に

お

い

て
、

電

発

か

ら

環

境

調
査

結

果
及

び
発

電

所

計

画

に

っ

い

て
の

説
明

が
行

わ

れ
た
こ
と
に
っ
い
て
は
、
既
に
お

知
ら
せ
し
た
通
り
で
す
が
、
こ
れ

を
受
け
て
、
昨
年
十
一
月
四
日
、

佐
井
村
漁
協
に
対
し
て
も
、
臨
時

総
会
の
終
了
後
、
電
発
よ
り
同
様

の
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

村
と
し
て
は
、
今
後
、
漁
業
関

係
の
方
だ
け
で
な
く
、
広
く
一
般

の
み
な
さ
ん
に
も
環
境
調
査
の
結
果

並
び
に
発
電
所
計
画
に
つ
い
て
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
地
区
別
説

明

会

を
開

催

し

、

そ

の
場

で

、

電

発

か

ら

説
明

を

し

て

も
ら

う

こ

と

に

し

て

い
ま

す

。

こ
れ

か
ら

、
ま
す
ま
す
「
大
間
原
子

力

発

電
所

計

画

」

を
取

り

巻

く

動

き

は

激
し

さ

を

増

し

て

い
く

と
思

わ

れ

ま
す

が
、

村

と
し

て

も
、

そ

れ

に
応
じ
て
、
そ
の
都
度
み
な
さ

ん

に

新

し

い
動

き

を

お
知

ら

せ

し

て

い
く

っ

も
り

で

す

。

最 近 の 動 き
ｓ 。６２．１０．５～２４ 電発 ：大間：奥戸で町内会別地権者説明会。

１０．１９～２２ 佐井村：役場職員１０名、美浜・ふげん発電所

視察。

１０．２０～２２ 佐井村：漁 協肘名、泊発電所視察。

ｎ ．４ 佐井村：漁 協臨時総会
ｏ 電発 より環境調査結

果等について説明。

１１．４～ ８ 電発 ：用地取得範囲の確認測量開始。

境界を表示するための旗約１５０本を設置。

１１．５ 電発 ：地権者の立ち会いの下、上地の所在 ・

物件確認調査実施。（現在までに約８割 終了）

１１．３０ 青森 県：講演会開催。

テーマ ：「原子力発電の安全性」

「温排水のゴングに対する影響と水産振興」

約２００名出席

１１．３０～１２．３ 佐井 村：漁協役員１１名 、伊方発電所視察。

１２．１５～１７ 佐井 村：地区労８名、女川発電所 視察。

Ｓ．６３．１．１７～２０ 大間町：奥戸漁 協役員 ７名、玄海発電所視察。

１．２２ 奥戸 ・材木地区原発対策協議会発足。



所

得

税

の
申

告

と

納

税

は
三

月
十

五

囗

ま

で

昭
和
六
十
二
年
分
の
所
得
税
の

申
告
と
納
税
は
、
も
う
お
済
み
で

し
ょ
う
か
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
が
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
間
違

っ
た
申
告
を
し
ま
す
と
、
後
で
不

足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く

加
算
税
や
延
滞
税
も
納
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

所
得
税
の
申
告
と
納
税
は
、
必

ず
三
月
十
五
日
ま
で
に
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
。

サラリーマンの
確定申告

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
う
ち
、
大
部

分
の
人
は
、
年
末
調
整
に
よ
っ
て

一
年
間
の
所
得
税
の
納
税
は
完
了

し
ま
す
が
、
給
与
及
び
退
職
所
得

以
外
の
所
得
が
二
十
万
円
を
超
え

る
人
や
、
給
与
を
二
か
所
以
上
が

ら
も
ら
っ
て
い
る
人
な
ど
は
、
確

定
申
告
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
多
額
の
医
療
費
を
支
払

っ
た
人
々
災
害
に
あ
っ
た
人
な
ど

は
、
確
定
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴

収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
相

談
室
ま
た
は
税
務
署
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

納

税

は
期

限

内

に

税
金
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
納
め
る
期

限
（
納
期
隕
）
が
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

税
金
を
納
期
隕
ま
で
に
完
納
し

な
い
と
、
滞
納
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
延
滞
税
が
か
か
る
ば
か
り
で

な
く
、
動
産
や
不
動
産
、
債
権
な

ど
の
財
産
の
差
押
え
を
受
け
る
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。

年

金

手

帳
（

国

民

年

金

手

帳

）
を

大

切

に

し

ま

し

ょ

う

年

金

手

帳

（
国

民

年

金

手
帳

）

は

、

初

め

て
被

保

険

者

（

共
済

組

合

員

は
除

く

）

に

な

っ
た

と

き

に

交

付
さ

れ

ま

す

。

年

金

手
帳

（
国

民
年

金

手
帳

）

に

記

載
さ

れ

て

い

る
記

号

番

号

は

国

民

年

金

へ
の

加

入

の
記

録

等

を

管

理

す

る
た

め

の

も

の
で

あ

り

、

一

生

を

通
じ

て

変

わ

ら
な

い
も

の

で

す

か
ら

、

年

金

手

帳

（
国

民

年

金

手

帳
）

は

大

切

に

保
管

し

て

く

だ

さ

い

。

Ｏ

年

金
手

帳

（

国
民

年

金

手

帳

）

の

手
続

き

①

年

金

手
帳

（
国

民
年

金

手

帳

）

を

二

通
以

上

持

っ

て

い

る
場
合

は
「
記

号

番
号
重
複
取
消
届

」
に

、

持

っ

て

い

る
年

金

手
帳

（
国

民

年

金

手
帳

）

を

添
え

て
提
出
し
、

記
号
番
号
を
一
本
に
し
て
も
ら

い
ま
す
。

②
年
金
手
帳
（
国
民
年
金
手
帳
）

を
な
く
し
た
と
き
は
「
再
交
付

申
請
書
」
を
提
出
し
て
再
交
付

を
う
け
ま
す
。

③
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
は
「
氏

名
変
更
届
」
に
年
金
手
帳
（
国

民
年
金
手
帳
）
を
添
え
て
提
出

し
、
氏
名
を
改
訂
し
て
も
ら
い

ま
す
。

国

民

年

金

の

保
険

料

を

完

納

し

ま
し

ょ

う

三
月
は
、
国
民
年
金
の
第
一
号

被
保
険
者
（
農
林
漁
業
者
や
自
営

業
者
な
ど
）
が
、
六
十
二
年
度
未

の
保
険
料
を
納
め
る
月
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
未
納
の

ま
ま
二
年
を
経
過
す
る
と
、
時
効

に
よ
り
納
め
た
く
て
も
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
四
月
か
ら
は
六
十
三
年

度
分
の
納
付
書
も
発
行
さ
れ
、
溜

め
る
と
納
付
が
ま
す
ま
す
困
難
に

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

未
納
期
間
が
あ
る
と
、
老
齢
基

礎
年
金
が
低
額
と
な
り
、
最
悪
の

場
合
に
は
、
全
く
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
完
納
し
、

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
確
保
し

て
、
人
生
八
十
年
時
代
の
長
寿
生

活
を
備
え
ま
し
ょ
う
。

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

の

奥

さ

ん

国

民

年

金

の

手

続

き

は

お

済

み

で

す

か

六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
、
ご

主
人
が
厚
生
年
金
保
険
か
、
各
種

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方
の

奥
さ
ん
（
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未

満
の
被
扶
養
配
偶
者
）
は
、
役
場

民
生
相
談
課
国
民
年
金
担
当
係
の

確
認
を
受
け
て
、
国
民
年
金
の
第

三
号
被
保
険
者
と
な
る
よ
う
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

の
、
年
金
を
受
け
る
た
め
の
費
用

は
、
ご
主
人
が
加
入
し
て
い
る
年

金
制
度
で
賄
う
た
め
、
国
民
年
金

保
険
料
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
ご
主
人
が
会
社
を
や

め
た
り
、
奥
さ
ん
が
勤
め
た
り
し

て
、
被
扶
養
者
で
な
く
な
っ
た
と

き
に
は
、
第
三
号
被
保
険
者
で
な

く
な
り
ま
す
の
で
「
種
別
変
更
届
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。

大
切
な
手
続
き
を
か
っ
て
い
ま

す
と
、
将
来
せ
っ
か
く
の
基
礎
年

金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。



教
育
だ
よ
う

学

習

と

部

活

動

福
浦
中
学
校
教
頭

辻

明

男

い
わ
ゆ
る
課
外
活
動
で
は
あ
る

が
、
各
中
学
校
で
は
部
活
動
が
各

教
科
・
道
徳
・
特
別
活
動
と
同
様

学
校
教
育
で
は
重
要
な
要
素
と
し

て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

効
用
と
し
て
、
非
行
防
止
・
根
気

強
さ
の
育
成
・
体
力
の
養
成
・
道

徳
性
の
育
成
・
規
則
や
き
ま
り
の

遵
守
・
礼
儀
や
挨
拶
等
々
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
指
導
に
っ
い
て
時

間
帯
を
考
え
て
み
る
と
、
教
育
課

程
の
活
動
が
終
っ
て
か
ら
２
～
３

時
間
、
土
曜
日
の
午
後
、
日
曜
休

日
、
長
期
の
休
業
中
等
休
み
の
時

間
に
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し

か
も
そ
れ
は
、
い
や
い
や
や
っ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
自
分
か
ら
す

す
ん
で
、
楽
し
く
、
全
力
を
つ
く

し
て
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
教
師

も
時
間
外
に
熱
心
に
指
導
を
し
て

い
る
。

こ
の
生
徒
の
主
体
的
な
活
動
、

教
師
の
熱
心
な
指
導
の
要
因
は
何

だ
ろ
う
か
。

そ
の
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る

の
は
、
対
外
試
合
に
よ
っ
て
自
分

の
力
を
た
め
し
、
良
い
成
績
を
挙

げ
た
い
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
そ
の
こ
と
が

目
標
と
な
り
、
努
力
が
継
続
さ
れ
、

意
欲
を
も
っ
て
と
り
組
む
し
、
指

導
者
も
生
徒
を
育
て
る
と
い
う
使

命
感
を
満
足
さ
せ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

目
標
は
手
近
で
達
成
さ
れ
そ
う

な
も
の
か
ら
大
き
な
目
標
へ
と
変

化
し
て
い
く
。
「
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に

な
り
た
い
」
「
郡
大
会
で
入
賞
し

た
い
」
「
優
勝
し
た
い
。
県
大
会

に
出
場
し
た
い
」
「
県
大
会
で
入

賞
し
た
い
」
「
県
大
会
で
優
勝
し

た
い
。
東
北
大
会
に
出
場
し
た
い
」

「
東
北
大
会
で
入
賞
し
た
い
。
優

勝
し
た
い
。
全
国
大
会
で
入
賞
し

た
い
」
「
全
国
大
会
で
優
勝
し
た

い
」
「
日
本
一
に
な
り
た
い
」
「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
や
世
界
選
手
権
に
出

場
し
た
い
」
「
世
界
一
に
な
り
た

い
」
と
い
う
よ
う
に
エ
ス
カ
レ
ー

ト
し
て
い
く
。

そ
し
て
、
そ
の
目
標
に
向
っ
て

休
ま
ず
に
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け

る
。
勿
論
、
い
や
い
や
や
る
の
で

は
な
く
、
「
意
欲
的
に
、
積
極
的

に
主
体
的
に
」
と
り
組
む
の
で
あ

る
。
目
標
は
指
導
者
が
い
ろ
い
ろ

な
情
報
を
提
供
し
た
り
、
良
い
面

を
ぽ
め
た
り
す
る
側
面
か
ら
の
援

助
も
大
き
な
要
素
で
あ
る
。

中
学
時
代
に
達
成
で
き
な
か
っ

た
目
標
は
高
校
へ
入
っ
て
そ
れ
を

実
現
し
よ
う
と
す
る
。
高
校
で
は

更
に
上
の
目
標
に
向
っ
て
努
力
が

積
み
重
ね
ら
れ
て
い
く
。

佐
井
村
立
の
各
学
校
で
も
そ
れ

ぞ
れ
部
活
動
に
頑
張
り
を
見
せ
て

お
り
、
佐
井
小
学
校
の
卓
球
の
全

国
大
会
で
の
活
躍
、
佐
井
中
学
校

で
は
陸
上
競
技
部
、
卓
球
部
の
東

北
大
会
、
全
国
大
会
で
の
活
躍
も

伝
統
的
に
続
い
て
い
る
し
、
吹
奏

楽
部
は
県
下
の
大
規
模
校
を
負
か

し
て
の
金
賞
、
長
後
中
、
磯
谷
中

の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
牛
滝
中
の
卓

球
も
そ
れ
ぞ
れ
郡
大
会
で
優
勝
す

婦人スポーツ１０周年に

思いを馳せて 若山隆子
。
あ
す
な
ろ
国
体
”
を
記
念
し
て

開
催
さ
れ
た
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
の
集

い
も
昨
年
で
十
年
目
を
迎
え
、
そ

の
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
に
誘
い
を
受
け

て
第
二
回
目
か
ら
参
加
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

市
内
に
入
れ
ば
両
端
の
街
路
樹

「
な
な
か
ま
ど
の
実
」
の
赤
さ
に

目
を
う
ば
わ
れ
…
…
。
初
め
て
県

営
の
競
技
場
に
降
り
立
っ
た
時
に

は
「
な
ん
と
広
い
競
技
場
、
な
ん

と
色
鮮
や
か
な
タ
ー
タ
ン
」
グ
‥地

に
足
っ
け
ば
い
っ
の
聞
に
か
軽
率

か
に
ス
ー
ツ
と
ゼ
ン
マ
イ
じ
か
け

の
よ
う
に
走
り
出
し
、
今
に
も
記

録
が
生
ま
れ
て
来
そ
う
な
心
地
良

い
甘
い
錯
角
さ
え
覚
え
、
現
実
と

は
お
よ
そ
無
緑
の
か
け
離
れ
九
大

そ
れ
た
果
し
な
い
夢
に
ボ
ー
ツ
と

一
人
顔
を
赤
ら
れ
…
…
。

こ
う
し
て
一
回
、
二
回
、
三
回
、

と
参
加
し
て
い
る
う
ち
に
、
今
年

で
九
年
目
を
迎
え
て
居
り
ま
し
た
。

た
だ
単
に
員
数
の
一
人
で
し
か
な

い
の
で
す
が
、
振
り
返
え
れ
ば
九

年
な
ん
て
ア
ツ
と
い
う
聞
の
出
来

事
に
思
わ
れ
ま
す
…
…
。
が
、
主

婦
に
と
っ
て
自
分
の
都
合
で

Ｉ
家

団
ら
ん
の
ひ
と
と
き
に
穴
を
あ
け
、

我
が
ま
ま
を
押
し
て
出
か
け
る
の

は
、
暖
か
い
家
族
の
思
い
や
り
な

く
し
て
は
到
底
語
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
。

練
習
量
も
ま
ま
な
ら
ぬ
中
で
の

演
技
で
し
た
か
ら
上
手
下
手
は
抜

き
に
し
て
、
本
番
に
強
い
の
が
我

が
佐
井
の
婦
人
方
、
そ
れ
ぞ
れ
に

個
性
の
強
い
人
間
の
集
ま
り
の
中

で
の
指
導
者
の
統
率
力
、
い
わ
ば

り
Ｉ
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
皆
さ
ん
の
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
の
精
で
し
ょ

う
か
。
競
技
選
手
気
取
り
で
中
年

の
お
ば
さ
ん
達
の
堂
々
の
入
場
行

進
か
ら
始
ま
っ
て
集
団
演
技
、
レ

ク
ダ
ン
ス
。
こ
の
巨
体
を
も
て
あ

ま
す
程
に
我
を
忘
れ
て
走
り
周
り

ま
し
た
。

無
我
夢
中
で
走
り
周
っ
て
い
る

う
ち
に
は
、
心
も
う
ち
と
け
て
他

町
村
の
方
と
仲
が
良
く
な
っ
て
来

年
も
会
い
ま
し
ょ
う
。
会
い
た
い

ね
、
な
ん
て
勝
手
な
約
束
を
加
わ

し
た
り
で
、
和
気
あ
い
あ
い
の
う

ち
に
一
日
を
過
ご
し
ま
す
。
で
も

グ
ラ
ン
ド
の
端
か
ら
端
ま
で
走
り

ど
お
し
は
と
て
も
疲
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
疲
れ
を
い
や
す
に
は
、

あ
の
マ
ン
モ
ス
シ
ョ
ッ
プ

″
ジ
ャ

ズ
Ｊ
″
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
し
な
け

れ
ば
治
り
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

都
合
の
香
り
を
体
い
っ
ぱ
に
感
じ
、

目
の
保
養
を
し
、
買
物
袋
を
両
手

い
っ
ぱ
い
ぶ
ら
下
げ
て
満
足
感
を

覚
え
っ
つ
、
家
路
を
急
ぐ
車
中
の

人
と
な
り
ま
す
。
又
、
い
っ
か
機

会
が
あ
り
ま
し
た
ら
ｙ
二

緒
出
来

ま
す
よ
う
胸
を
は
じ
ま
せ
な
が
ら

…
…
。
関
係
者
の
皆
様
に
は
こ
の

十
年
間
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。



る

か
好

成

績

を

見
せ

て

い

る

。
福

浦
中

は
か

っ

て
は

剣

道

で

、
最

近

で
は

バ
レ

ー

ボ
ー

ル

で
優

勝
す

る

な

ど
活

躍

の

あ
と

が

み

ら

れ

る
。

そ
れ

ぞ
れ

、
熱

心
で

有

能
な

指

導

者

と
、

地

域

の
人

々

の

全
面

的

な

バ

ッ

ク
ア

ッ

プ

の
た

ま

も

の
で

あ

る

と
思

う

が

、
何

と

い

っ
て

も

最

も

大

き

い
要

素

は
生

徒

だ

も

の

熱

心

な
努

力

で

あ

る
。

「
継

続
こ

そ

力

な
り

」

と

い

う
言

葉

が

あ

る

が
、

ま
さ

に

そ

の

と
お
り
で

あ
る
。

さ

て

、
こ

れ

を
侵

業

に

お

き

か

え

て

み
れ

ば

ど

う

だ
ろ

う

か

。

ま

ず
、「
学

ぶ
⑤
（
児

童

生

徒
）
」

か

お

り
、「
学

ぶ

教
材

【

’】
種
ご

か

お

り

、「
教

師

（

指
導

者

）
」
が

あ

っ

て
授

業

は

成

立

を
す

る
わ

け

で
あ

る
が

、「
よ

い
授
業

」

と

は

ど

ん
な

も
の

か
を

考

え

て

み

る
と

き

、

学

習

者

が

学
習

の

課

題
を

把

握

し

、

自

分

か

ら
す

す

ん

で

学
習

し

よ
う

と

す

る

意
欲

を

も

っ

て
授

業

に

参

加

し

、

教
材

が

適

切

で
あ

り

、

指

導

者

が
熱

心

に

使

命
感

を

も
っ

て

指

導

す

る
。

こ

れ

が
う

ま

く

機

能

し

た

と

き
に

、

生

徒

自
身

に

学
力

が
つ

き

、
目

標

が

達

成
さ

れ

る

と

思

う

。

そ

の
上

う

な

時
に

「
よ

い

授

業

」

が
な

さ

れ

た

と

い
う

の

で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
た
が
っ
て
、
教
師
は
、「
学
ぶ

者
」
に
魅
力
あ
る
目
標
を
も
た
せ
、

意
欲
的
に
学
習
に
と
り
く
ま
せ
る

た
め
に
は
、
進
路
指
導
や
教
育
相

談
、
学
業
指
導
に
っ
い
て
子
ど
も

に
適
切
な
指
導
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

つ
ぎ
に
、
「
教
材
」
も
興
味
、

関
心
の
高
い
も
の
を
と
り
あ
げ
、

精
選
し
、
個
別
指
導
が
で
き
る
指

導
計
画
を
組
む
こ
と
も
必
要
で
あ

ろ
う
し
、
「
指
導
者
」
は
、
学
ぶ

者
が
意
欲
的
に
主
体
的
に
学
習
で

き
る
よ
う
に
指
導
法
の
研
究
、
指

導
過
程
の
研
究
、
教
材
研
究
、
個

に
応
じ
た
指
導
法
等
の
研
究
が
必

要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

部
活
動
の
よ
う
な
魅
力
あ
る
目

標
は
ど
ん
な
目
標
か
、
陸
上
競
技

や
卓
球
が
好
き
な
よ
う
に
、
興
味

関
心
の
あ
る
教
材
を
用
い
る
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
意
欲

的
主
体
的
に
学
習
す
る
た
め
の
指

導
の
し
か
た
は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い

の
か
な
ど
に
視
点
を
あ
て
て
研
究

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
る
。
部
活
動
は
一
斉
指
導
の
よ

う
に
見
え
る
が
、
個
別
に
目
標
が

あ
り
、
個
別
の
体
力
が
あ
り
、
個

別
の
適
性
か
お
り
、
個
別
に
能
力

が
ち
が
う
か
ら
、
指
導
の
内
容
・

段
階
・
進
度
・
指
導
計
画
（
メ
ニ

ュ
ー
）
が
ち
か
っ
て
い
る
し
、
そ

れ
だ
か
ら
個
々
の
子
ど
も
も
つ
い

て
い
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
た
が
っ
て
、
能
力
の
す
ぐ
れ
た

者
九

劣
る
者
も
そ
れ
な
り
に
目

標
に
向
っ
て
意
欲
を
も
っ
て
学
習

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
か
ら

は
、
そ
の
よ
う
な
発
想
で
授
業
に

臨
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

個
別
指
導
に
は
、
①
全
体
を
目

標
ま
で
到
達
さ
せ
よ
う
と
す
る
指

導
、
②
個
々
の
子
ど
も
に
、
そ
れ

ぞ
れ
目
獏
を
設
定
し
、
個
々
の
能

力
を
伸
ば
そ
う
と
す
る
２
つ
が
あ

る
と
思
う
が
、
部
活
動
で
も
授
業

で
も
②
の
方
に
ウ
エ
ー
ト
を
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

そ
れ
こ
そ
が
、
目
覚
し
い
科
学
学

技
術
の
進
歩
や
経
済
の
発
展
に
よ

る
新
た
な
知
識
・
技
術
の
習
得
や

主
体
的
情
報
選
択
能
力
の
涵
養
等

を
満
足
さ
せ
る
た
め
の
生
涯
学
習

に
っ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

佐

井

村

中

央

公

民

館

俳

句

と

短

歌

教

室

短

歌

上

山

実

冬

空

に

梢

振

る

わ

す

裸

木

の

音

を

聞

き

つ

つ

仕

事

始

め

ぬ

仕

事

始

め

雪

を

散

ら

し

て

工

事

場

へ

地

球

儀

の

ご

と

生

コ

ン

ま

わ

る

今

は

亡

き

恩

師

を

偲

ぶ

欅

あ

り

見

上

る

わ

れ

は

還

暦

迎

う

寒

の

入

り

泉

濡

れ

出

る

水

源

地

の

端

に

ア

ザ

ミ

の

青

々

と

し

て

石

戸

美

矢

子

雪

を

掻

く

轟

く

音

に

目

覚

め

は

て

遠

く

に

病

め

る

友

を

偲

び

ぬ

中

谷

サ

ツ

ヱ

華

や

か

に

踊

り

初

め

た

る

一

門

の

師

匠

の

老

女

凛

凛

し

き

武

士

舞

風

狂

う

横

に

雪

の

降

り

し

き

る

沖

よ

り

う

ね

る

波

絶

え

間

な

く

浜

中

よ

ん

風

邪

早

く

治

さ

ん

と

し

て

ニ

ン

ニ

ク

湯

こ

ら

え

飲

み

す

る

意

地

っ

張

り

川

岸

キ

ヨ

子

ふ

る

里

の
闇

を

深

め

る

凍

空

の

恋

し

き

人

は

あ

の

星

な

る

か

ひ

た

む

き

に

育

て

し

三

年

の

シ

ク

ラ

メ

ン

一

輪

咲

き

ぬ

↑某
の
一
畏

か

、げ

に凍

て

し

夜

は

桃

の

香

り

を

湯

に

撒

き

て

夫

の

後

湯

の

ぬ

く

み

を

増

せ

り

島

野

房

子

カ

ト

レ

ア

を

眺

め

て

想

い

に

耽

り

い

る

窓

辺

に

月

の

光

満

ち

く

る

大

石

健

次

郎

冬

茜

の

浜

に

足

跡

残

し

き

ぬ

亡

父

の

漁

場

捨

て

わ

れ

継

が

ざ

り

き

漁

場

継

が

ぬ

吾

れ

に

注

ぎ

し

亡

父

の

瞳

に

潜

む

翳

り

を

今

も

忘

れ

ず

風

切

り

の

翼

あ

る

ゆ

え

死

す

る

ま

で

翔

ば

ね

ば

な

ら

ぬ

冬

鴎

た

ち

涛

風

に

翼

た

わ

め

て

冬

鴎

哭

く

こ

と
も
な
し
空
は
鈍
色

兎
追
う
狐
の
雪
氛
生
な
ま
し
「
野

狐
禅
」
と
い
う
語
が
浮
か
び
く
る

俳

句

三
戸

き
み

夕
映
え
や
不
作
の
稲
に
空
優
し

晩
菊
に
香
り
ま
だ
あ
り
壺
に
入
れ

初
雪
に
心
せ
か
る
る
背
な
の
風

浜
中

よ
ん

寒
梅
は
昨
日
三
輪
今
朝
五
輪

海
苔
の
香
に
ふ
る
里
偲
ぶ
声
便
り

中
谷
サ
ツ
ヱ

直
夜
中
の
寝
床
も
冴
え
る
風
強
し

内
戸
取
り
並
べ
し
鉢
や
凍
返
る

野
菜
埋
め
土
盛
固
く
春
遠
し

川
岸
キ
ヨ
子

堪
え
て
咲
く
捨
身
の
色
か
白
椿

外
出
の
一
滴
の
香
水
春
隣

節
分
の
豆
歯
に
そ
わ
ず
年
重
ね

（
佐
井
別
離
）

木
村
さ
ち
子

秋
晴
れ
や
野
を
馳
け
め
ぐ
る
子
等

の

尸`

雪
舞
う
日
思
い
迫
り
て
任
地
去
る

舞
う
雪
に
心
託
す
や
別
れ
の
日

こ
ま
や
か
に
雪
降
る
な
か
を
見
送

ら
れ

雪
降
れ
ど
出
迎
人
あ
り
転
入
地

田
名
部
ヒ
サ

屋
台
に
も
注
連
飾
ら
れ
て
灯
さ
れ

ず舞
初
の
島
田
に
ゆ
れ
る
稲
穂
か
な

冬
凪
ぎ
の
浜
辺
の
芒
直
立
す

ゆ
る
や
か
な
波
に
ス
ワ
ン
の
巨
華

と
浮
き

石
戸
美
矢
子

大
寒
や
店
先
の
バ
ラ
そ
っ
と
揺
れ

寒
卵
一
気
に
呑
み
て
雪
を
掻
き

三
上

敏

秋
の
海
干
畳
敷
に
た
た
ず
め
り

深
秋
の
北
前
船
の
や
か
た
か
な

集
落
に
名
残
り
も
見
せ
ず
十
三
湊

や
す
か
れ
と
澗
口
観
音
秋
澄
め
り

上
山

実

寒
の
入
り
起
き
ぬ
け
の
襟
か
き
合
せ



保 健 婦 だ よ り

こんな簡単なことで

病気は防げる

起きぬけのー杯の水が

健康増進に つな がる

現
在
ふ
え
て
い
る
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
は
、
血
液
が
血
管
内
に
つ
ま
つ

で
起
こ
る
病
気
で
す
が
、
そ
の
予
防
に
水
が
役
立
ち
ま
す
。
特
に
朝
は
血

液
が
固
ま
り
や
す
い
の
で
、
起
き
ぬ
け
に
一
杯
の
水
を
飲
む
こ
と
が
勧
め

ら
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
便
秘
、
尿
路
感
染
症
、
ぜ
ん
そ
く
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気

の
予
防
と
治
療
に
水
が
効
き
ま
す
。
水
は
ま
さ
に
「
百
薬
の
長

一

①
血
液
の
粘
り
具
合
（
粘
調
度
）

の
高
ま
り
が
、
梗
塞（
つ
ま
り
）

を
招
く

血
液
は
、
血
管
の
中
で
は
流
れ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
半
面
、
傷
な

ど
に
よ
り
血
管
が
切
れ
て
外
に
出

た
と
き
は
固
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。

血
液
の
粘
り
具
合
が
高
ま
る
と

血
液
が
血
管
内
で
固
ま
り
や
す
く

な
り
、
心
筋
梗
塞
で
脳
梗
塞
を
防

ぐ
た
め
に
、
水
を
大
い
に
飲
む
こ

と
を
す
す
め
ま
す
。

⑧
寝
る
前
と
起
き
ぬ
け
の
一
杯
の

水
が
血
液
の
ね
ば
り
（
粘
調
度
）

を
下
げ
る

心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
は
明
け
方

今
朝
に
多
く
発
症
し
ま
す
。
水
分

不
足
に
よ
る
血
液
の
濃
縮
も
関
係

し
て
い
ま
す
。

血
紋
の
凝
固
能
（
か
た
ま
り
具

合
い
）
は
一
日
の
中
で
も
波
が
あ

り
、
朝
起
き
て
か
ら
三
時
間
く
ら

い
、
つ
ま
り
午
前
六
時
か
ら
九
時

ぐ
ら
い
の
間
に
最
玉
咼
く
な
る
こ

と
が
、
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
ま
す
。

中
年
す
ぎ
に
な
る
と
、
夜
中
に

ト
イ
レ
に
立
つ
の
が
、
わ
ず
ら
わ

し
い
と
い
う
理
由
で
、
夕
食
後
は

水
を
控
え
る
と
い
う
人
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
ヒ
ト
は
睡
眠
中
に

お
よ
そ
＝
ツ
プ

ー
杯
分
ほ
ど
の
汗

を
か
い
て
お
り
、
そ
の
間
、
水
分

の
補
給
が
ま
っ
た
く
な
い
の
で
、

血
液
の
粘
り
が
高
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

そ
う
し
た
状
態
で
朝
、
血
液
が

固
ま
り
や
す
い
時
間
で
、
血
液
が

固
ま
っ
て
血
管
を
つ
ま
ら
せ
て
し

ま
う
条
件
が
重
な
り
ま
す
。
起
き

ぬ
け
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
で
汗
を

流
し
だ
の
で
は
、
危
険
が
増
し
自

殺
行
為
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

下
痢
を
し
た
翌
日
や
、
電
気
毛

布
を
高
い
温
度
に
し
て
寝
た
翌
朝

に
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
の
発
作

を
起
こ
す
人
が
多
い
こ
と
も
、「
水

分
が
失
わ
れ
て
血
液
が
濃
く
な
る

と
、
こ
れ
ら
の
疾
患
を
発
症
し
や

す
い
こ
と
」
を
証
明
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
心
筋
梗
塞
、
狭
心
症
な

ど
心
臓
病
を
も
っ
て
い
る
人
は
起

き
ぬ
け
に
冷
た
い
水
を
飲
む
と
心

臓
に
刺
激
を
与
え
る
の
で
注
意
し

て
下
さ
い
。

③
こ
ん
な
人
も
水
を

飲
む
と
い
い

○
便
秘
ぎ
み
の
人
に

起
き
ぬ
け
の
一
杯
の
水
は
、
便

通
を
整
え
る
た
め
に
も
有
効
で
す
。

健
康
に
よ
い
も
の
を

食
べ
て
い
ま
す
か
⑥

しょうがは健胃剤古
代
中
国
で
は
香
辛
料
や
薬
用

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

わ
が
国
で
も
、
健
胃
や
か
ぜ
の
初

期
症
状
を
治
す
特
効
薬
と
し
て
珍

重
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の

食
生
活
に
は
薬
味
と
い
う
形
で
、

深
く
生
き
っ
づ
け
て
い
る
食
品
で

も
あ
り
ま
す
。

効
用
＝
健
胃
・
か
ぜ
・
食
欲
不
振

食
欲
が
な
い
と
き
や
、
は
き
け

む
か
っ
き
な
ど
に
効
果
的
で
す
が

い
ず
れ
も
体
の
表
面
の
血
行
を
う

な
が
し
、
新
陳
代
謝
の
は
た
ら
き

を
活
発
に
す
る
成
分
を
も
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
し
よ
う
が
の
辛
み
の
成

分
は
、
主
に
ジ
ン
グ
ロ
ン
で
す
が

こ
れ
は
、
発
汗
に
よ
っ
て
体
熱
の

発
散
を
促
進
す
る
作
用
が
あ
り
ま

す
の
で
、
か
ぜ
を
ひ
い
た
と
き
な

ど
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

料

理
し
ょ
う
が
は
、
料
理
の
味
の
引

き
立
て
役
と
し
て
香
辛
料
、
薬
味

つ
け
合
わ
せ
な
ど
に
よ
く
用
い
ら

れ
ま
す
が
、
効
果
を
期
待
す
る
な

ら
、
さ
ら
に
積
極
的
に
と
り
入
れ

ま
し
ょ
う
。

し
ょ
う
が
の
す
り
お
ろ
し
と
梅

肉
と
を
ま
ぜ
て
、
し
ょ
う
ゆ
少
々

を
た
ら
し
、
ご
は
ん
に
か
け
て
食

べ
る
の
も
一
法
で
す
。

ま
た
梅
酒
や
み
か
ん
酒
な
ど
の

果
実
酒
に
、
し
ょ
う
が
の
す
り
お

ろ
し
汁
を
加
え
て
飲
む
の
も
よ
い

で
し
ょ
う
。
し
ょ
う
が
は
、
消
臭

殺
菌
作
用
が
あ
る
の
で
、
い
わ
し

や
さ
ば
の
煮
物
、
レ
バ
ー
や
も
つ

の
調
理
に
使
う
と
か
な
り
に
お
い

が
消
え
ま
す
し
、
酢
と
い
っ
し
ょ

に
使
用
す
る
し
め
さ
ば
の
煮
物
、

レ
バ
ー
や
も
つ
の
調
理
に
使
う
と

か
な
り
に
お
い
が
消
え
ま
す
し
、

酢
と
い
っ
し
ょ
に
使
用
す
る
し
め

さ
ば
な
ど
は
、
く
さ
み
を
消
す
だ

け
で
な
く
、
殺
菌
効
果
も
期
待
で

き
ま
す
。



水
は
、
眠
っ
て
い
た
胃
腸
を
勣

か
す
最
高
の
下
剤
で
す
。
冷
た
い

永
や
牛
乳
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

水
の
刺
激
で
胃
腸
の
運
動
が
活
発

に
な
り
ま
す
。

○
胃
酸
過
多
ぎ
み
の
人
に

胃
酸
が
出
す
ぎ
て
胃
を
こ
わ
し

や
す
い
タ
イ
プ
の
人
に
も
、
水
を

飲
む
こ
と
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

水
分
が
胃
液
を
う
す
め
て
、
あ
る

程
度
空
腹
感
が
し
の
げ
る
と
と
も

に
、
胃
酸
か
ら
胃
の
粘
膜
を
守
っ

て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
下
痢
の
人
に

下
痢
を
し
た
と
き
に
も
、
水
分

の
補
給
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
下
痢

の
と
き
永
を
飲
む
と
な
お
下
痢
が

ひ
ど
く
な
る
と
思
い
が
ち
で
す
が

そ
れ
は
誤
り
で
す
。

○
ダ
イ
エ
ッ
ト
中
の
人
に

永
を
飲
ん
で
も
太
る
か
ら
、
や

せ
る
た
め
に
永
を
飲
ま
な
い
と
い

う
人
が
い
ま
す
。
し
か
し
、
減
量

と
は
、
体
に
貯
わ
え
ら
れ
て
い
る

脂
肪
や
た
ん
ぱ
く
質
を
消
費
し
燃

え
た
と
き
に
生
じ
る
ケ
ト
ン
体
や

尿
酸
な
ど
の
物
質
も
増
え
て
き
て

水
分
を
十
分
と
っ
て
す
み
や
か
に

排
泄
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
減

量
中
で
も
必
ず
水
は
飲
む
こ
と
、

そ
う
し
な
い
と
体
に
害
が
で
て
き

ま
す
。

Ｏ
膀
胱
炎
に
な
り
や
す
い
人
に

女
性
に
多
い
膀
胱
炎
な
ど
の
尿

路
感
染
症
の
予
防
と
治
療
の
た
め

に
も
、
水
を
飲
む
こ
と
は
有
効
で

す
。
水
を
制
限
し
て
尿
が
濃
く
な

る
と
、
細
菌
の
繁
殖
が
盛
ん
に
な

り
、
逆
に
水
を
よ
く
飲
ん
で
尿
量

を
ふ
や
す
と
、
尿
管
や
尿
道
が
洗

い
流
さ
れ
て
細
菌
の
繁
殖
を
防
い

で
く
れ
ま
す
。

○
尿
路
結
石
の
人
に

水
分
の
摂
取
量
が
少
な
く
尿
が

濃
縮
さ
れ
る
と
、
尿
路
結
石
が
で

き
や
す
い
の
で
す
。
小
さ
い
石
な

ら
大
量
の
水
を
飲
ん
で
運
動
す
る

だ
け
で
も
尿
と
と
も
に
排
出
さ
れ

る
こ
と
か
お
り
ま
す
か
ら
、
尿
路

結
石
の
予
防
と
治
療
に
も
、
水
を

大
い
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ぜ
ん
そ
く
・
た
ん
の
き
れ
に
く

い
人

ぜ
ん
そ
く
の
人
々
、
た
ん
の
き

れ
に
く
い
お
年
寄
り
に
も
水
を
飲

む
こ
と
を
、
お
す
す
め
し
ま
す
。

水
分
が
た
ん
を
や
わ
ら
か
く
し
て

く
れ
る
う
え
、
気
道
粘
膜
の
繊
毛

運
動
を
潤
滑
に
し
て
、
た
ん
が
排

出
さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
冷
た
い
水
を
一
気
に

飲
む
と
、
そ
の
刺
激
に
反
射
し
て

気
管
が
収
縮
し
、
ぜ
ん
そ
く
発
作

が
激
し
く
な
る
危
険
が
あ
る
の
で

温
か
い
飲
み
物
を
少
し
ず
つ
、
ゆ

っ
く
り
飲
ん
で
下
さ
い
。

④
と
し
を
と
っ
た
ら
、
意
識
的
に

水
を
飲
む
よ
う
に

人
間
の
体
は
成
人
の
場
合
、
体

重
の
約
六
割
が
水
分
か
ら
で
き
て

い
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
と
し
を

と
る
に
っ
れ
て
、
水
分
は
少
し
ず

つ
減
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
体
の

渇
き
に
対
す
る
感
覚
が
鈍
く
な
っ

て
き
ま
す
。

で
す
か
ら
、
と
し
を
と
っ
て
き

た
ら
、
の
ど
か
渇
い
た
ら
水
を
飲

む
他
に
、
意
識
的
に
水
を
飲
む
こ

と
が
大
切
で
す
。

水
を
无
っ
と
健
康
づ
く
り
に
役

立
て
て
下
さ
い
。

病

気

の
早

期

発
見
・
早

期

治

療

が
大

切

で

す

。

市
区
町
村
や
保
健
所
な
ど
が
行
っ
て
い
る
健
康
診
査
を

積
極
的
に
う
け
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

＊
健
康
診
査
を
う
け
よ
う

▲

三

月

の

保

健

事

業

▼

２
日
困

牛
滝
成
人
病
教
室

３
日
南

妊
婦
検
診

１０
日
湘

老
人
建
隶
教
室

１５
晶
荳
⊃

囂

囂
且

一
才
六
ヶ
月
検
診
（
６１
年
７
月
～
９
月
生
）

二
才
児
検
診
（
６１
年
工
月
～
３
月
生
）

１８
日
脂

脱
き
ゅ
う
検
診
（
大
間
病
院

午
後
一
時
）

健

康

相

談

室

５
日
ｊ

ス
付
時
間

１２
囗

七
↓
匹

午
前
十
時

１９
日
出

～
十
一
時

場
所

役
場
健
康
相
談
室



交母だより

佐 井 村

交通安全毋の会

交

通

安

全

推

進

家

族

会

議

（
老
人
家
庭
訪
問
）

大佐井

高
木
八
太
郎
さ
ん

コ

ヨ
さ
ん

の
お
宅
を
訪
問
し
ま
し
た
。

母
、
ご
め
ん
く
だ
さ
い
。

八
、
さ
あ
、
上
っ
て
く
だ
さ
い
。

母
、
毎
日
寒
い
で
す
ね
。
カ
ゼ
ひ

い
て
ま
せ
ん
か
。

コ
、
お
か
け
で
、
元
気
で
ま
す
よ
。

毋
、
先
日
渡
し
た
反
射
材
使
っ
て

い
ま
す
か
。

八
、
い
や
、
ま
だ
使
っ
て
ま
せ
ん
。

夜
は
ほ
と
ん
ど
出
な
い
の
で
。

コ
、
私
七
夜
は
出
ね
し
て
。

毋
、
で
も
、
せ
っ
か
く
も
ら
っ
た

も
の
だ
も
の
。
そ
れ
じ
ゃ
今
履

物
さ
貼
り
付
け
で
お
ぐ
し
て
。

こ
う
し
て
お
け
ば
、
夜
に
車
の

ラ
イ
ト
で
光
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
目
に
つ
き
や
す
く
て
、
こ
こ

歩
い
て
ま
す
よ
と
分
か
る
し
て
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
命
守
ら
れ
る
し
て
の
。
赤

と
白
け
、
か
さ
や
バ
ッ
ク
に
て

も
貼
れ
ば
目
立
つ
し
、
残
っ
た

ら
お
孫
さ
ん
に
で
も
使
っ
て
く

だ
さ
い
。
道
路
歩
く
時
は
、
右

側
を
歩
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

八
、
は
い
。
気
を
つ
け
ま
す
。

母
、
お
茶
お
い
し
い
で
す
ね
。

コ
、
井
戸
水
を
ポ
ン
プ
で
上
げ
で

い
る
ん
だ
い
。
夏
は
冷
た
い
し

冬
は
ぬ
る
く
て
、
す
ご
い
使
い

や
す
い
よ
。

母
、
息
子
さ
ん
は
。

八
、
息
子
夫
婦
、
出
稼
ぎ
さ
行
っ

て
る
。

コ
、
き
の
う
電
話
き
て
、
荷
物
送

っ
て
よ
ご
す
っ
て
笞
っ
て
た
。

正
月
に
ク
ジ
ラ
汁
を
送
っ
た
き

ゃ
、
尋
ね
て
き
た
人
に
食
べ
さ

せ
て
、
珍
ら
し
て
喜
ん
で
い
だ

ど
。

母
、
古
里
の
物
は
、
な
つ
か
し
い

も
の
ね
。
夏
に
な
れ
ば
、
畑
に

行
き
ま
す
か
。

コ
、
行
き
ま
す
。
畑
は
少
し
だ
け

ど
、
何
か
ま
け
ば
収
穂
で
き
る

し
、
楽
し
み
だ
も
の
。
一
人
で

大
変
だ
と
き
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

に
手
伝
っ
て
も
ら
う
ん
だ
い
。

毋
、
畑
や
っ
て
れ
ば
、
生
き
が
い

に
も
つ
な
が
る
も
の
ね
。
二
人

仲
よ
く
や
っ
て
い
か
ね
ば
、
出

稼
ぎ
に
行
っ
て
い
る
息
子
さ
ん

た
ち
も
心
配
だ
も
の
ね
。
体
の

具
合
は
ど
う
で
す
か
。

八
、
別
に
悪
い
所
は
な
い
で
す
。

コ
、
毎
晩
飲
む
け
ど
、
決
め
て
飲

ん
で
い
る
し
て
。
た
ま
に
友
だ

ち
来
て
、
少
し
多
く
飲
む
時
も

あ
る
け
ど
さ
。

母
、
生
活
習
慣
、
規
則
正
し
く
、

し
っ
か
り
し
て
い
る
か
ら
、
犬

丈
夫
だ
ん
だ
ね
。
物
売
る
人
吉

ま
す
か
。

コ
、
あ
ま
り
来
な
い
の
。

母
、
そ
う
で
す
か
。
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
寒
い
日
が
続
き
ま

す
の
で
、
体
に
気
を
つ
け
て
カ

ゼ
ひ
か
な
い
よ
う
に
二
人
仲
よ

く
暮
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
外
を

歩
く
時
は
、
寒
く
て
動
作
が
に

ぶ
く
な
る
し
て
、
車
に
は
十
分

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

▲
冬
の
交
通
事
故
を
防
ご
う
▼

▲
歩
行
者
▼

○
道
路
に
雪
が
積
っ
て
、
す
べ
り

や
す
い
の
で
、
注
意
す
る
。

○
道
路
で
の
雪
投
げ
、
そ
り
遊
び

は
危
険
で
す
。

〇
厚
着
の
た
め
、
体
の
動
き
が
鈍

く
な
り
ま
す
の
で
要
注
意
。
明
る

く
目
立
ち
や
す
い
服
装
を
。

▲
自
動
車
▼

○
ス
リ
ッ
プ
事
故
に
要
注
意
。

○
急
発
進
・
急
ブ
レ
ー
キ
は
事
故

の
も
と
。

○
積
雪
の
た
め
、
道
路
の
幅
が
侫

く
な
り
ま
す
。
歩
行
者
に
注
意
し

間
隔
を
と
り
、
歩
行
者
の
動
き
に

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

自

転

車

の

無

灯

火

を

防

ぎ

ま

し

よ
う

。

日
没
の
早
い
こ
の
ご
ろ
、
黒
っ

ぽ
い
服
を
着
て
、
無
灯
火
の
自
転

車
が
走
っ
て
く
る
と
寒
気
が
し
ま

す
。
無
灯
火
で
走
る
の
な
ら
、
夜

光
だ
す
き
を
か
け
る
と
か
、
（

ン

ド
ル
に
も
夜
光
テ
ー
プ
を
張
っ
て

存
在
を
明
示
す
る
な
ど
の
手
段
を

用
い
る
の
が
当
然
で
す
。



●
急
発
進
、
急
加
速
に
ご
用
心
一

鵑
脱
彌
‥い
操
作
で
安
全
運
転

倒
Ｓ

ク
ラ
ッ
チ
操
作
を
必
要
と
せ
ず
、

６
き
る
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
（
Ａ
Ｔ
）
車

剽
を
集
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
操

寝

か

軽
減
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

皿

ち
で
の
運
転
は
禁
物
で
す
。

Ｅ

｀
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
て

い
る
Ａ
Ｔ
車
に
よ

る
交
通
事
故
は
、
大
き

な
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。
安
全
運
転
の

た
め
に
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
車
と
の
操
作
方

法
の
違
い
や
、
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
の
運

転
の
基
本
を
正
し
く
理
解
し
、
身
に
つ
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
れ
で
は
、
オ
ー

ト
々
チ
ッ
ク
車
を
運
転
す
る
上
で
の
注
意

事
項
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

Ｉ

エ

ン

ジ

ン

始

動

は

回

位

置

で

エ
ン
ジ
ン
を
始
動
す
る
前
に
、
ブ

い
Ｉ
キ
ペ
ダ
ル
を
踏
ん
で
そ
の
位
置

を
確
認
し
ま
す
。
そ
し
て
ア
ク
セ
ル

ペ
ダ
ル
の
位
置
も
目
で
見
て
確
認
し

次
に
（

ン
ド
ブ

し
Ｉ
キ
が
か
か
っ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。
そ
し

て
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
を
右
足
で
し
っ

か
り
踏
ん
で
、
チ
ェ
ン
ジ

レ
バ
ー
が

側
の
位
置
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た

の
ち
、
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
し
ま
す
。

※
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
ぱ
、
チ
ェ
ン

ジ
≒（

Ｉ
が
皿

か
誣

以
外
で

は
、
エ

ン
ジ
ン
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

２

発

進

時

は

右

足

で

ブ

レ

ー

キ

を

周
囲
の
安
全
を
確
認
し
て
、
ブ
レ

ー
キ
ペ
ダ
ル
を
右
足
で
し
っ
か
り
踏

ん
だ
ま
ま
、
チ
ェ
ン
ジ
レ
バ
ー
を
側

か
ら
回

に
入
れ
、
そ
の
位
置
を
し
っ

か
り
確
認
し
ま
す
。
確
認
し
た
ら
サ

イ
ド
ブ
し
Ｉ
キ
を
お
ろ
し
、
ブ
し
Ｉ

キ
ペ
ダ
ル
を
徐
々
に
放
し
、
ア
ク
セ

ル
ペ
ダ
ル
に
足
を
移
し
て
ゆ
っ
く
り

と
踏
み
発
進
し
ま
す
。
こ
の
と
き
、ア

ク
セ
ル
ペ
ダ
ル
を
踏
ま
な
く
て
も
、

車
ぱ
ゆ
っ
く
り
動
き
ま
す
。
こ
れ
を

「
ク
リ
ー
プ
現
象
」
と
い
い
ま
す
。

５

信

号

待

ち

は

必

ず

ブ

レ

ー

キ

信
号
な
ど
で
止
ま
っ
て
い
る
と
き

は
、
チ
ェ
ン
ジ

ビ（

Ｉ
を
遐
の
ま
ま

ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
を
し
っ
か
り
踏
み
、

必
ず
（

ン
ド
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
ま
し

よ
う
。こ
れ
は
、
ク
リ
ー
プ
現
象
で
車

が
動
き
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
大
切

な
操
作
で
す
。

停
止
時
間
が
長
く
な
り
そ
う
な
と

き
は
、
チ
ェ
ン
ジ
レ
バ
ー
を
誣
に
入

れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

４

バ

ッ

ク

で

の

駐

車

は

ブ

レ

ー

キ

操

作

で

ク
リ
ー
プ
現
象
を
う
ま
く
利
用
し

ま
し
よ
う
。
ア
ク
セ
ル
ペ
ダ
ル
を
踏

ま
な
い
で
、
ブ
レ
ー
キ
だ
け
で
車
を

＝
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
車
を
ゆ
っ
く
り

バ
ッ
ク
さ
せ
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
入
れ
、

ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
を
踏
ん
で
車
を
確

実
に
止
め
ま
す
。
そ
し
て
（

ン
ド
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
て
か
ら
、
チ
ェ
ン
ジ

レ
バ
ー
を
皿

に
入
れ
ま
す
。

５

下

り

坂

は

②

の

位

置

で

長
い
下
り
坂
で
は
、
チ
ェ
ン
ジ
レ

バ
ー
が
⑩
の
ま
ま
だ
と
エ
ン
ジ
ン
ブ

レ
ー
キ
が
十
分
に
効
か
な
い
た
め
、

ス
ピ
ー
ド
が
上
が
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
ん
な
と
き
は
、
ま
ず
ブ
い
Ｉ

き
を
踏
ん
で
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、

チ
ェ
ン
ジ
≒
（
Ｉ
を
②

に
入
れ
、
エ

ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を
効
か
せ
ま
す
。

必
ず
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
と
フ
ッ
ト

ブ
い
Ｉ
キ
の
両
方
を
使
い
ま
し
よ
う
。

６

高

速

道

路

を

走

る

場

合

加
速
車
線
で
は
、
本
線
上
の
車
の

流
れ
を
妨
げ
な
い
よ
う
注
意
し
な
が

ら
、
ア
ク
セ
ル
を
い
っ
ぱ
い
踏
み
込

み
ま
す
。
ギ
ア
が
自
動
的
に
切
り
換

わ
り
、
エ
ン
ジ
ン
回
転
数
が
上
昇
し
、

車
は
力
強
く
加
速
し
ま
す
。
こ
れ
は

「
キ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
」
と
よ
ば
れ
る
加

速
方
法
で
す
。



明
治

十

七

年

の

ガ
ラ

ス
箱

今
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
、
漁

枌
用
ガ
ラ
ス
箱
に
っ
い
て
、

Ｏ
明
治
十
八
年
六
月
十
日
、
易

国
間

Ｏ
明
治
二
十
三
年
三
月
、

大
間
（
北
海
道
よ
り
）
－

の
記
録

か
お
る
。

し
か
し
、
佐
井
村
は
そ
れ
よ
り

早
い
。
Ｏ
明
治
十
七
年
十
一
月
五

日
付
の
、
磯
谷
・
矢
越
・
原
田
・

佐
井
四
ヶ
村
の
「
一
村
隕
協
議
決

定
書
」
に
、
ア
ワ
ビ
採
取
に
際
し

て
『
旧
三
月
一
日
か
ら
七
月
末
ま

で
、
一
切
ガ
ラ
ス
箱
を
使
っ
て
は

い
け
な
い
』
と
、
明
示
さ
れ
て
い

る
。こ

の
頃
す
で
に
、
ガ
ラ
ス
箱
が

使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ガ

ラ

ス

箱

使

用

以

前

ガ
ラ
ス
箱
以
前
の
佐
井
村
で
は
、

魚
介
類
を
、
ヤ
ス

ー
ホ
＝
で
と
る

と
き
、
菜
種
を
袋
か
ふ
箱
に
入
れ

て
置
き
、
囗
に
含
み
よ
く
噛
ん
で
、

海
面
に
吹
き
つ
け
た
。

そ
う
す
る
と
暫
く
、
波
シ
ワ
が

静
ま
り
海
底
が
透
け
て
見
え
て
く

る
。
し
か
し
、
各
々
の
視
力
の
強

弱
に
よ
っ
て
、
収
穫
に
は
か
な
り

の
相
違
が
あ
っ
た
と
い
う
。

「
下
北
半
島
で
は
鮑
（
ア
ワ
ビ
）

の
フ
タ
を
乾
燥
さ
せ
て
お
き
、
こ

れ
を
囗
に
含
ん
で
よ
く
噛
み
く
だ

き
海
面
に
吹
き
つ
け
た
。」
（
磯
漁

の
話
・
辻
井
善
弥
）
…
の
よ
う
な

こ
と
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ガ
ラ
ス
箱
使
用
後
は
、
視
力
が

い
ち
じ
る
し
く
均
等
化
さ
れ
、
漁

獲
量
も
何
倍
も
増
大
す
る
。

濫
穫
と
な
り
、
資
源
の
減
少
、

絶
滅
に
つ
な
が
る
。
大
ア
フ
ビ
が

今
か
ら
考
え
る
と
無
限
と
思
わ
れ

る
ほ
ど
に
、
豊
富
で
あ
っ
た
、
明

治
十
七
年
に
、
ガ
ラ
ス
箱
の
使
用

期
間
を
定
め
、
資
源
の
保
護
管
理

を
行
う
。

こ
れ
を
「
叡
智
」
（
深
く
す
ぐ

れ
た
智
）
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

神
奈
川
県
三
浦
郡
で
は
、
明
治

四
十
一
年
六
月
十
七
日
に
、
葉
山

村
と
小
坪
村
は
、
お
互
い
に
古
く

か
ら
、
そ
の
地
先
前
浜
に
入
り
こ

み
、
漁
撈
を
し
て
も
よ
い
と
い
う

「
入
会
」
関
係
を
も
っ
て
い
た
。

そ
の
当
時
の
契
約
書
第
一
条
に

「
六
月

七
月

の
二
ヶ
月
間
「

水
眼
鏡
ヲ
使
用
ス
ル
Ｊ
ト
ヲ
得
ズ
」

－

と
ガ
ラ
ス
箱
使
用
期
間
を
定

め
て
い
る
。

こ
の
期
間
中
、
エ
ビ
∴
二
寸
以

下
の
ア
ワ
ビ

ー
カ
サ
ゴ
延
縄
・
叩

網
・
鰕
ツ
ツ
キ
網
の
使
用
も
禁
止

さ
れ
て
い
る
。

資
源
保
護
を
重
視
し
て
い
る
姿

勢
が
伺
が
わ
れ
る
。

ガ

ラ

ス
箱

以

前

の

他
地

方

佐
井
村
で
は
、
菜
種
や
鮑
の
千

フ
ク
を
使
っ
た
話
を
し
た
が
、
他

の
地
方
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫

さ
れ
て
い
る
。

Ｏ
神
奈
川
県
三
浦
半
島

米
糠
を
口
に
含
み
海
面
に
吹
き

つ
け
る
。
塩
鯖
の
頭
を
黒
焼
き
に

し
た
粉
を
吹
く
。
サ
メ
や
フ
グ
の

肝
臓
を
腐
ら
し
て
海
面
に
流
す
。

Ｏ
佐
渡
海
府

イ
カ
の
ワ
タ
を
主
と
し
、
腐
ら

せ
た
も
の
を
用
い
た
。
こ
れ
を
ナ

シ
フ
リ
と
言
っ
た
。

佐
渡
で
は
、
魚
類
の
屑
の
腐
っ

た
肥
料
を
「
ナ
フ

ご

と
言
っ
て
、

こ
れ
が
語
源
と
い
わ
れ
る
。

Ｏ
佐
渡
小
木
町

イ
カ
の
ワ
タ
、
Ｊ
ウ
ナ
ゴ
の
油

を
、
一
尺
五
寸
位
の
竹
筒
に
入
れ

て
船
に
下
げ
て
お
く
。
布
を
巻
い

た
竹
棒
（
ネ
ー
シ
ョ
棒
と
い
う
）

に
、
油
を
つ
け
海
面
に
た
ら
す
。

Ｏ
新
潟
県
粟
島

榧
（
カ
ヤ
）
の
実
を
噛
ん
で
海

面
に
吹
く
。

カ
ヤ
は
イ
チ
イ
科
の
、
常
緑
高

木
で
建
築
用
材
と
な
り
、
そ
の
実

は
食
料
と
な
る
。

中

国

や

九

州

地

方

で

魚
介
類
の
内
臓
（
ワ
ク
）
を
腐

ら
せ
た
も
の
を
、
「
ナ
ギ
ワ
タ
」

「
ナ
ギ
ガ
ヒ
」
と
言
っ
た
。

油
性
は
、
水
面
に
浮
び
、
波
シ

ワ
を
押
さ
え
て
凪
状
に
す
る
の
で
、

こ
ん
な
名
称
と
な
っ
た
。

全
国
各
地
で
、
菜
種
、
ゴ
マ
の

実
、
イ
グ
サ
の
実
、
カ
ヤ
の
実
、

米
糠
、
魚
介
の
ワ
タ
な
ど
の
、
油

性
を
利
用
し
た
方
法
で
あ
っ
た
。

矢

越

と
磯

谷

の

地

先

協

定

明
治
十
九
年
三
月
二
十
八
日
、

矢
越
と
磯
谷
の
漁
師
間
で
は
、
加

藤
鰉
網
に
っ
い
て
の
「
立
場
協
議

決
定
」
を
行
っ
た
。

矢
越
側
…
鍵
掛
上
の
岬
か
ら
矢

越
付
下
分
へ
、
十
五
問
を
隔
て
て

立
て
る
。

磯
谷
側
…
鍵
掛
上
の
岬
か
ら
磯

谷
付
上
分
へ
、
十
五
間
を
隔
て
て

立
て
る
。

但
し
両
村
と
も
下
と
上
は
、
十

五
間
ず
つ
隔
て
る
と
、
何
個
立
て

て
も
よ
い
。
－

と
い
う
内
容
の
も

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
鍵
掛
上
の
岬
を
、
地
先

の
境
界
基
点
と
し
て
、
三
十
間
（
約

五
五
メ
ー
ト
ル
）
の
ス
ペ
ー
ス
を

作
り
、
紛
争
防
止
に
努
力
し
た
の

で
あ
る
。

地

先

に

対

す

る

感

情

地
先
と
は
何
か
？
と
問
わ
れ
た

こ
と
が
あ
る
。

漁
業
権
及
び
入
漁
権
の
定
義
に

は
、
地
先
の
設
定
が
入
る
。
た
と

え
ば
「
漁
業
法
」
で
、
陸
奥
湾
は

ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
か
Ｉ
ｉ
と
、

規
定
し
て
い
る
が
、
第
六
条
に
、



◇
「
青
森
県
焼
山
崎
か
ら
同
県

明
神
崎
燈
台
に
至
る
直
線
及
び
陸

岸
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
海
面
を
い

う
」
と
、
明
文
化
さ
れ
て
い
る
の

を
、
漁
業
関
係
者
は
誰
で
も
知
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
地
先
は
、
焼
山
崎

ｉ
明
神
崎
燈
台
…
と
な
る
。

山
の
場
合
、
境
界
今
林
班
界
を

定
め
る
と
き
、
尾
根
、
渓
谷
、
沢

川
（
河
）
大
巌
石
な
ど
を
利
用
す

る
。海

の
場
合
、
崎
（
岬
）
、
出
鼻

（
津
鼻
）
、
大
目
に
つ
く
大
岩
、

水
面
に
あ
ら
わ
れ
る
岩
礁
、
川
口
、

な
ど
で
地
先
を
定
め
、
境
界
点
と

す
る
。

前
浜
と
は
、
そ
の
地
先
境
界
内

の
海
を
意
味
し
、
そ
の
場
所
を
も

っ
て
生
活
す
る
集
落
の
周
辺
を
言

っ
て
い
る
。
漁
民
に
と
っ
て
は
、

生
活
権
確
保
の
場
所
で
、
父
祖
代

々
か
ら
受
け
継
い
で
い
る
た
め
、

愛
着
心
が
根
強
く
、
昔
か
ら
他
国

者
が
無
断
で
入
漁
す
る
と
、
「
人

の
も
の
掻
き
乱
し
て
」
…
と
言
っ

て
排
撃
的
に
な
る
。
当
然
の
心
情

で
、
国
で
あ
れ
ば
、
「
領
海
の
浸

犯
」
に
同
じ
で
あ
ろ
う
。

地

先

権

を

め

ぐ

る

乱

闘

昭
和
九
年
か
十
年
ご
ろ
、
長
後

前
浜
沖
で
、
当
時
と
し
て
は
、
津

軽
の
高
速
漁
船
が
、
ア
カ
ナ
マ
Ｊ

（
ユ
ム
シ
）
や
ロ
ウ
イ
カ
の
生
餌

で
、
鯛
の
延
縄
を
大
が
か
り
で
流

し
、
大
漁
の
連
日
で
あ
っ
た
。

手
こ
ぎ
の
磯
舟
で
、
津
軽
船
の

よ
う
な
生
餌
を
持
だ
な
い
長
後
で

は
、
拱
手
の
ま
ま
で
羨
望
す
る
よ

り
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
さ
す
が
に
頭
へ
き
た

の
か
、
抗
議
の
舟
二
隻
が
出
て
い

っ
た
。
そ
の
中
に
、
私
の
叔
父
が
、

威
嚇
用
と
し
て
、
古
い
村
田
式
猟

銃
を
肩
に
し
て
乗
り
込
ん
だ
。

も
ち
ろ
ん
弾
け
入
れ
て
い
な
い

が
、
嚇
か
し
に
は
役
立
つ
と
考
え

た
ら
し
い
。
主
謀
者
は
、
私
の
父

で
弟
に
猟
銃
持
出
し
を
命
じ
た
と

い
う
。

村
人
が
多
く
浜
へ
出
て
、
結
果

如
何
に
と
み
ま
も
る
帰
り
舟
の
中

に
、
銃
を
背
負
っ
た
叔
父
の
姿
は

一
番
凛
々
し
く
み
え
た
。

父
も
叔
父
も
亡
く
、
漁
民
の
一

つ
の
心
を
想
い
出
と
し
て
残
し
て

く
れ
た
。

次
の
話
は
、
海
峡
の
対
岸
の
事

袢
で
あ
る
。
北
海
道
戸
井
村
字
汐

首
と
、
村
中
（
小
安
）
・
釜
谷
部

落
に
、
昆
布
採
取
を
め
ぐ
り
地
先

権
紛
争
が
お
き
だ
。

ま
ず
先
に
、
汐
首
側
で
百
余
隻

の
舟
を
出
し
強
行
採
取
を
し
よ
う

と
し
た
。
村
中
・
釜
谷
側
は
三
百

余
隻
を
く
り
出
し
、
頑
強
に
対
抗

し
て
海
上
で
大
乱
闘
と
な
っ
た
。

汐
首
か
ら
二
名
の
負
傷
者
が
で

た
と
い
う
急
報
で
、
警
察
が
鎮
圧

に
出
動
し
た
。

両
方
の
首
謀
者
が
検
挙
さ
れ
、

取
調
べ
と
な
っ
た
。
夜
中
に
な
っ

て
か
ら
村
中
・
釜
谷
漁

民
が
二
百
余
人
が
押
し

か
け
て
、
警
察
に
釈
放

を
も
と
め
叫
び
、
騒
然

と
な
っ
た
。

戸
井
村
長
が
調
停
役

と
な
り
、
検
挙
さ
れ
た

者
は
、
一
時
帰
宅
を
許

さ
れ
た
。
警
察
は
そ
の

後
も
検
挙
を
続
け
て
、

函
館
検
事
局
へ
送
っ
た
。

明
治
四
十
一
年
八
月
三

日
の
事
件
で
あ
る
。

「
歴
史
は
再
び
く
り
返

す
」
と
い
う
。

昭
和
三
十
一
年
七
月

三
十
日
、
同
じ
ケ
ー
ス
の
事
件
が

お
き
だ
。

小
安
漁
業
協
同
組
合
（
小
安
）

と
、戸
井
西
部
漁
業
協
同
組
合
（
釜

谷
、
汐
首
、
瀬
田
来
）
の
間
に
、

地
先
権
主
張
か
ら
両
方
約
四
百
隻

が
、
昆
布
採
取
の
境
界
で
激
突
し

た
。
海
上
で
の
犬
乱
鬪
は
す
さ
ま

じ
い
も
の
で
あ
っ
た
。

浜
で
は
老
人
、
婦
女
、
子
供
た

ち
家
族
総
出
で
、
不
安
に
お
の
の

き
見
守
っ
た
と
い
う
。

こ
の
た
め
、
警
察
、
自
衛
隊
が

出
動
し
、
厳
戒
態
勢
を
と
っ
た
。

道
庁
水
産
課
代
表
、
渡
島
東
部
海

区
漁
業
調
整
委
員
ら
が
駆
け
つ
け

乱
闘
を
し
ず
め
た
。

そ
の
後
、
両
方
の
老
人
や
女
達

が
泣
き
、
平
和
解
決
を
訴
え
、
男

達
も
深
く
反
省
し
、
海
区
調
整
委

員
会
裁
定
に
し
た
が
っ
て
、
平
穏

操
業
と
な
っ
た
。

こ
の
事
は
、
当
時
の
新
聞
な
ど

に
大
き
く
掲
載
さ
れ
、
記
憶
の
方

も
お
あ
り
と
思
う
。

（
次
号
へ
続
く
）



苗

木

の

申

込

み

を

受

け

て

い

ま

す

た
だ
今
、
森
林
組
合
で
は
、
昭

和
六
十
三
年
度
春
造
林
用
苗
木
及

び
林
業
肥
料
等
の
申
込
み
を
受
け

て
い
ま
す
。
希
望
者
は
、
左
記
に

よ
り
申
込
み
く
だ
さ
い
。

尚
、
一
反
歩
以
上
新
植
し
た
場

合
に
は
、
造
林
補
助
金
が
交
付
に

な
り
ま
す
の
で
、
造
林
の
重
要
性

を
認
識
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
造
林

面
積
の
拡
大
を
図
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
補
助
金
交
付
申
請
手
続

に
っ
い
て
、
造
林
地
が
農
地
の
場

合
に
は
、
農
地
転
用
許
可
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

▼
申
込
品
種

杉
、
赤
松
、
黒
松
、
カ
ラ
松
。

桐
、
林
業
肥
料
、
キ
ノ
Ｊ
種
駒

そ
の
他
林
業
資
材

▼
申
込
場
所

原
田
、
大
佐
井

古
佐
井
、
川
目

岩
清
水

芳

矢
越
地
区

磯
谷
地
区

福
田
吉
五
郎

長
後
地
区

池
田

力
松

福
浦
地
区

田
中

太
吉

牛
滝
地
区

竹
内
庄
次
郎

▼
申
込
し
め
き
り

昭
和
六
十
三
年
三
月
三
十
日

Ｖ
配
布
予
定
日

昭
和
六
十
三
年
五
月
上
旬
頃

▼
問
い
合
せ
先

北
通
地
方
森
林
組
合

登
三
四
上

回

二
〇
こ
二
二
六
二

青

函
博

の

コ

ン
パ

ニ
オ

ン

を
募

集

し

ま

す

青
函
博
覧
会
実
行
委
員
会
で
は
、

こ
の
博
覧
会
の
開
催
期
間
中
、
入

場
者
の
案
内
や
改
札
の
業
務
な
ど

に
従
事
す
る
ロ
ン
パ
ニ
オ
ン
を
募

集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員

六
十
六
人

▼
応
募
資
格

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
大

①
旧
和
六
十
三
年
四
月
一
日
現
在

で
、
満
十
八
歳
以
上
三
十
歳
ま
で

の
健
康
で
明
る
い
女
性
。
た
だ
し

外
国
語
ま
た
は
手
話
通
訳
の
で
き

る
大
は
、
三
十
一
歳
以
上
で
も
可
。

②
咼
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
大
。

③
現
住
所
に
か
か
わ
ら
ず
開
催
期

間
中
、
会
場
に
通
勤
可
能
な
大
。

・・好 評 発 売 中卜

●青森県６７市町村

ふるさと自慢

〈内容〉 県内６７市町村の名

所、旧跡、祭り、

レジャー施設、名

産品などを集大成。

〈価格〉 一部 １，５００円

●青森県の姿

〈内容〉 豊富な統計資料で

青森県の情勢を分

析。Ｂ５版、多色刷。

〈価格〉 一部 １，４００円

○申込先

総務課企画財政係

３３８－２１１１

‐
お
元
気
で
す
か

出

稼
ぎ
現
地
の
み
な
さ
ん
・

遠
く
ふ
る
さ
と
を
は
な
れ
て
、
仕
事
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
み
な
さ
ん
。

現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
欄
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
結
石
、
み
な
さ
ん
と
の
か
け
橋
で
す
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、
写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

出
稼

ぎ

先

を

届

け

ま

し

た

か

役
場
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
の

届
け
出
を
も
と
に
、
例
年
ど
お
り

広
報
さ
い
や
文
集
な
ど
の
発
送
を

し
て
い
ま
す
。

ま
だ
届
け
出
を
し
て
い
な
い
方

は
、
就
労
先
の
住
所
、
事
業
所
名

な
ど
を
、
電
話
で
も
結
構
で
す
の

で
、
役
場
民
生
相
談
課
ま
で
お
し

ら
せ
く
だ
さ
い
。

地域別就労者数（昭和６２年）

地 域 名 計 地 区 名 計

県 内

北 海 道

栃 木

群 馬

埼 玉

子 葉

６

３０

１７

２４

３６

５９

東 京

神 奈 川

愛 知

そ の 他

６３

７３

１３

３８

合 計 ３５９

地 域 名 男 女 計

大 佐 井

古 佐 井

原 田

川 目

矢 越

磯 谷

長 後

福 浦

牛 滝

８８

７７

５９

１２

３７

１８

ｊ４

２７

７

３

５

８

１

３

０

０

０

０

９１

８２

６７

１３

４０

１８

１４

２７

７

合 計 ３３９ ２０ ３５９



④
事
前
研
修
に
参
加
で
き
、
開
催

全
期
間
勤
務
で
き
る
人
。

▼
応
募
書
類

履
歴
書
一
通
（
写
真
を
貼
付
し

身
長
、
体
重
を
記
入
す
る
こ
と
。）

な
お
、
応
募
者
の
住
所
、
氏
名

を
記
入
し
、
六
十
円
切
手
を
貼
付

し
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
す
る
こ

▼
募
集
期
間

三
月
一
目
上
二
月
三
十
一
日
必
着

▼
選
考
・
合
格
発
表

四
月
に
一
次
・
二
次
の
面
接
試

験
を
実
施
し
、
五
月
上
旬
に
合
格

を
発
表
。

▼
勤
務
期
間

七
月
九
日
～
九
月
十
八
日

▼
勤
務
形
態

四
週
四
日
休
日
制
（
休
日
は
指
定
）

▼
勤
務
時
間

九
時
～
十
八
時
三
十
分

▼
待
遇

日
給
五
千
円

交
通
費
・
住
居
費
の
一
部
助
成

事
前
研
修
参
加
手
当
、
制
服
貸
与

▼
応
募
方
法

応
募
書
類
を
事
務
局
へ
郵
送
か

持
参
す
る
こ
と
。

▼
送
付
先
、
問
い
合
わ
せ
先

０３０
青
森
市
安
方
一
の
一
の
四
十

青
函
博
実
行
委
員
会
事
務
局

「
Ｊ
ン
パ
ニ
オ
ン
募
集
係
」

登
○
一
七
七－

三
四
丿
四
弖

一

〈
事

業

主

の
み

な

さ

ん

へ
ｙ

労
働

保

険

の
申

告

、

納

付
は

お

済

み

で
す

か

昭
和
六
十
二
年
度
確
定
、
昭
和

六
十
三
年
度
概
算
保
険
料
の
申
告

の
時
期
が
き
ま
し
た
。

提
出
期
限
は
五
月
十
五
日
で
す
。

早
め
に
、
お
近
く
の
銀
行
ま
た
は

郵
便
局
な
ど
へ
提
出
、
納
付
し
て

下

さ

い

。

ま

た
、

申

告
納

付

が
同

時

に

で

き

な

い

と
き

は

、

申
告

書

と

納
付

書

を

切
り

離

し

て

、
申

告

書

だ
け

は

提

出
し

て

く

だ
さ

い
。

な

お
、

申

告

書

の
受

付

及

び
作

成

指
導

は

、

次

の

と

お
り

行

い
ま

す

の

で

、
ご

利
用

く
だ

さ

い
。

日

時

昭
和
六
十
三
年
四
月
二
十
二
日

午
前

十

時
～

午
後

三

時

場

所

下

北

文

化
会

館

摘み草

と
け
か
か
っ
た
雪
の
下
か
ら
、

黄
緑
色
の
フ
キ
ノ
ト
ウ
が
の
ぞ
い

て
い
る
の
を
見
つ
け
た
時
の
う
れ

し
さ
。
着
ふ
く
れ
か
ら
解
放
さ
れ

て
外
に
出
て
み
た
ら
、
い
つ
の
間

に
か
ツ
ク
シ
が
顔
を
出
し
て
い
た

の
を
発
見
し
た
時
の
感
激
。

摘
み
草

は
、
春

を
迎
え

て

心
は
ず

む
気
分

に

ぴ
っ

た

り
の

楽
し
い

行
事
で

す
。

縦
に

長

い
日
本

列
島
の

こ

と
で

す

か
ら
、

摘
み
草

の

時
期
は

ま
ち
ま

ち
で
す

が
、

特
に
冬
、

雪
に

と
ざ
さ

れ

る
北
国
で

は
、

摘
み
草

は

待
ち

遠
し

い

行
事
の
ひ

と

つ

で
す

。

も
っ
と
も
、
都
会
人
に
と
っ
て

は
、
摘
み
草
は
レ
ジ
ャ
ー
で
す
が
、

農
山
村
で
は
、
食
料
を
得
る
た
め

の
仕
事
で
も
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
実
は
最
近
は
摘
み

草
と
い
う
よ
り
山
菜
狩
り
と
い
う

言
葉
の
ほ
う
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
す
。

春
の
野
で
若
葉
を
擒
む
だ
け
で
な

く
、
山
の
中
ま
で
山
菜
を
探
し
に

行
く
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
。

近
ご
ろ
の
山
菜
ブ
ー
ム

は
や
や
過
熱
気
味
で
す
。

細
い
山
道
に
ト
ラ
ッ
ク
で

乗
り
こ
み
大
量
の
山
菜
を

採
取
す
る
、
タ
ラ
の
芽
な

ど
は
、
先
を
争
っ
て
固
い

う
ち
に
持
ち
帰
っ
て
し
ま

っ
た
り
、
来
年
の
こ
と
も

考
え
ず
に
芽
を
全
部
摘
ん

で
し
ま
う
、
自
然
の
味
覚

を
楽
し
む
の
は
結
構
な
の
で
す
が
、

こ
う
な
る
と

。春
の
野
に
い
で
て

若
菜
摘
む
”
と
い
う
古
今
和
歌
集

の
風
情
に
は
程
遠
い
感
じ
で
す
ね
。

若
菜
と
と
も
に
樹
木
の
緑
も
目

ざ
め
ま
す
。
一二
月
～
五
月
は
「
国

土
緑
化
運
動
強
調
期
間
」
で
す
。
こ

の
期
間
中
の
五
月
二
十
二
日
に
、

香
川
県
で
全
国
植
樹
祭
が
行
わ
れ

ま
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
今
、

人
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
を
」
で
す
。



自動車の名義変更

廃車手続

車 検はお早めに．ク

－ ３ 月の陸運支局は

大変混雑しますー

三
月
は
名
義
変
更
や
廃
車
の
手

続
き
な
ど
で
、
陸
運
支
局
の
窓
口

は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

自
動
車
税
が
原
則
と
し
て
四
月
一

日
現
在
の
陸
運
支
局
の
登
録
に
基

づ
き
課
税
さ
れ
る
た
め
で
す
。

こ
の
た
め
三
月
二
〇
日
過
ぎ
か

ら
の
混
雑
は
ひ
ど
く
、
処
理
能
力

の
限
界
も
あ
り
、
申
請
者
の
み
な

さ
ん
に
長
時
間
待
っ
て
も
ら
う
な

ど
の
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
（
通
常
三
〇
分
ぐ

ら
い
↓

半
日
が
か
り
）

名
義
変
更
や
廃
車
の
手
続
き
は

で
き
る
だ
け
早
く
、
三
月
二
〇
日

以
前
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。（
名

義
変
更
や
廃
車
の
手
続
き
を
し
な

い
で
転
売
し
た
り
、
ス
ク
ラ
ッ
プ

廃
車
す
る
と
、
六
十
三
年
度
の
自

動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。）

三

月

は

、

車
検

も

大

変
混

雑
し

ま
す

。

継

続

車
検

は

一

ヶ
月

以

内

で
、

前

に

受
け

て
も

有

効
期

間

け

不

利

益

と
な

り
ま

せ

ん

の

で
、

早

く
済

ま

せ

て

く
だ

さ

い

。

ｏ

受

付

時
間

平

囗

８

時
４５

分
～

１２

時

１３

時

～

１６

時

土

曜

日

８
時
４５

～
１１
時
３０
分
分

ｏ

場

所

東
北

運
輸

局
青

森

陸

運
支

局

０３０

青
森
市
大
字
浦
町
字
奥
野（
（

里
（

ａ

Ｏ

一

七
七

丿

七

五
－

一

二

一
一

冷

え

症

に

効

果

バ

ツ

グ

ン

シ

ャ

ワ

ー

を

使

っ

た

温

冷

交

替

浴

冬

に

手

足

が
冷

え

て

な

か

な

か

寝

つ
け

な

い

…
…

と

お

困

り

の
方

に

は
、

シ
ャ

ワ

ー
を

使

っ

た

温
冷

交
替
浴
が
効
果
的
で
す
。

ま
ず
、
四
十
三
度
前
後
の
湯
舟

に
三
分
間
つ
か
っ
て
か
ら
、
シ
ャ

ワ
ー
で
二
十
秒
間
、
手
や
足
に
水

を
か
け
ま
す
。
そ
の
後
も
う
一
度

湯
舟
へ
。
こ
れ
を
三
回
繰
り
返
し

ま
す
。
毎
日
、
お
風
呂
か
ら
上
が

豆
剛
に
、
こ
の
温
冷
交
替
浴
を
続

け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
湯
ざ
め
防

止
に
も
、
効
果
満
点
で
す
。

た
だ
し
、
四
十
三
度
前
後
の
高

温
入
浴
は
、
健
康
体
の
人
だ
け
に

お
す
す
め
し
ま
す
。
高
血
圧
の
人
、

心
臓
の
弱
い
お
年
寄
り
な
ど
は
、

三
十
八
度
～
四
十
度
ぐ
ら
い
の
お

湯
に
入
っ
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
で

タ
コ
足
配
線
は

や
め
ま
し
よ
う

剖東北電気保安協会

満１ 歳になり ます

田名部亜希乃ちゃん

久・昌子
（古佐井）

戸籍の窓口
２ 月１５日 現在

○ お 誕 生 お め で と う

磯谷 学 （明英） 大佐井

ボ回 言ズｊ
（弘志） 古佐井

若山 亮侑（隆芳） 古佐井

能登 梓（三二樹） 古佐井

奥本 裕美（公雄） 大佐井

橋本 僚（勝雄） 大佐井

宮田 力也 （義治） 原 田

川畑 幸樹 （柳幸） 矢 越

西村 諒 （雄幸） 大佐井

○ ご 結 婚 お め で と う

（村岡 慎一 東京都

小笠原信子 大佐井

（田中 春美 福 浦

菊池 法子 大間町

（木下 浩雄 古佐井

大崎富美子 東京都

○ おく や み 申し 上 げ ま す

田中 なほ（徳太郎）福 浦

館脇 義人 （ 豊 ） 古佐井

樋口 秀次（よい） 古佐井

大畑 キョ （奥山信） 牛 滝

個人のプライバシーを尊重す

る意味で載せてほしくない人は
届出の際、係に申し出て下さい。

１ 月３１日現在人口 （前月比）

男 １，９６４ （ －フ）

女 １，９６７ （ ○）

計 ３，９３１ （－フ）

世帯数 １，１２４ （ ○）
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